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{背祭]高齢者の体力評餓では，性・年齢階級ごとの
5段階iH~綴あるいは 10段階評犠が用いられる r弱齢者
自らが直線的に体力水換を犯綴できる許錨方法として，
体力水準を年齢表現した体力年齢がある.文部科学省
新体力テストにおける体力年齢許儲は20-併殺対象の
みであり， G5-7百歳対象では体力年議舎を用いた許信託さ
れない. したがって， i缶詰金者を対象とする新体力テス
ト(65子9裁対象)における体力年齢評館方法が求めら
れる.[日的;文部科学省新体力テスト (65-'79歳付象)
から捻怒される体力年寄舎の妥当性.を検絞することで
あった.[方法}対象は地j或在校の鰭常務総者， jち性195
名，女性289名，計484名であり，年議会範路は努伎が65
-92歳，女性が65-91殺であった.体力年齢推定は，
f器入の棒カが例議くらいの体力水控室にあるのかをi推定
することを践的とした. J務年齢を従緩変数，性別体力
テスト合計点を強jL変数とする初婚モデルを適用した.
漫~Æ法問は擦カ，上体怒こし I f走路体前f乱開i浪片よ主
立ち， 10m擁答物歩行. 6分間歩行であった. 6項白
から体力テスト合計得点を得、た.糖化無作為抽出法に
より， 65~79緩までは 1議階級， 8む議以上は5綾階級ご
とに会機本から性別に2/3の線本を描出し，推定支えの
作成に用いた.掲げiした2/3のデータを年総務級鉱iこ，
体力テスト合計得点;の王子提)1遂を算践した.作成のため
に摘出された擦本の体力テスト合計得点の等分散殺を
議授、した.体力年齢推定式は性，年齢別体力テスト合
計得点の平均僚を独立変数，経年齢を従属変数とした
留婦分析により努女ごとに作成された.残 1)の1/3の
探本はうど獲妥当性の検絞に渇いた.交差妥当性は，体
力年齢と!替年総の妥当性係数，推定残議分布(体力年
齢一!替年齢)の正規性より検討した.(結染および考察}
体力年齢推定式は 男女でともに有窓な高い決定係数
を示した(男性:1'2 :;0.80， SEEヱ土2.8殺，女性
: 1'2 : 0.87， SEE ::;ごと2.2殺).体力年齢推定式のうど
差妥当性は男女でともに有意な妥当性係数が得られ
(努性:r :;0.33， ::火性:rご 0.47).残差分布がiE
幾性を訴したことから，推定残2をは機数誤楚であると
判断した.以!~.の結果よ 1') ，体力年齢j設定式i立高齢者
に対応できる妥当な体力評儲訟であるといえる.しか
しながら，本研究ではすべての年齢階教において体力
テスト合計点分布の正規性を検討できなかった‘より
大機本数を滋いて体力年齢殺A式の練度および統計約
綴穣性を向上させることが課題として残された.
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